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美幌版総合戦略に掲載する事業候補一覧・実施可否

Ｎｏ 事業名 事業内容
実施
可否

実施時期
担当
部局

備考

１－１
特産品支援事業
（Ｈ27既存事業を拡
充・継続）

・「美幌みどりの村」に観光農園を整備（新鮮野菜や加工品の販売、作物の育成や収穫体験、地元生産者との懇談や高校生との連携、レジャーの提
案など）することにより、雇用の場を創出。
・休憩施設（旧「焼肉ハウス」）に研究加工設備を整備し、「食」の安全安心を発信する。
〔主な事業内容〕
 ①特産品の開発・生産・販売
 ②アスパラスープや美幌豚ジンギスカン、美幌そばなどの特産品レストランの整備
 ③オーナー制の導入（新鮮野菜が育てられる→食べられる）
 ④レジャーの提案（星空観察・みどりの村探検など）

○ Ｈ２８以降
商工
観光
Ｇ

Ｈ２７年度に「特産
品等研究開発推進
支援事業」として地
方創生先行型で取
組済み

１－２
元気な農業のまち
推進事業

＜支援内容＞ × －
農政
Ｇ

国の政策に沿って
進める。
将来的には必要な
取組であるが、５年
以内での実施は難
しい。

１－３
農業機器アウトレッ
トモール開設事業

・稲美工業用地に、農業機器の総合展示会場（アウトレットモール）を開設する。

 十勝地方にも負けない農業地帯のため、需要人口は多い。
 各農業機器会社のアンテナショップ役割と、顧客要望の声をマーケティングに生かせる。
 用地は美幌町から安価に提供。施設建設、運営は商業施設ノウハウを持つ企業が実施。
・工業用地の活用を図り、農業全体の向上、経済活性化を図る

× －
商工
観光
Ｇ

町での整備・運営
は不可能

１－４
森林認証材活用促
進事業（Ｈ27既存
事業を拡充・継続）

①認証材を活用した製品開発、セミナー、講演会に係る経費
②認証材（素材、パルプ材等）生産者に対する助成

筒、建物、建具等）
④町産認証材を使用し、町内に事業所を新築又は増改築する者に対し経費の一部を補助する。

○ Ｈ２８以降
耕地
林務
Ｇ

①、②はＨ２７実施
中
他は財源かあれば
可能
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１－５
パッケージデザイン
支援事業

・本町の農産物や加工品などは品質の高いものが生産されているが、せっかくよいものを作り出しても価格面からパッケージデザインまで回らな

る。
〔主な内容〕
 ・商品の特徴に合わせたパッケージデザインの作成
 ・必須デザイン（「美」など）の掲載
 ・登録制（承認制）による商品の選定

○ Ｈ２７
商工
観光
Ｇ

一件当たりの事業
費が安価なことと、
関係機関との調整
に時間がかかるた
め、Ｈ２８以降に実
施見込み

１－６
グリーンシーズン観
光ルート事業

無雪期のリリー山スキー場を活用し、ゲレンデを草花園地とし、周囲の花観光客を呼び寄せ、美幌峠に向かう途中の峠の湯で一泊してもらうような

①リリー山スキー場ゲレンデの草花園地化
 ゲレンデ整備費、造園費など

 フリーテント場、炊事場 など

○ Ｈ２８以降
商工
観光
Ｇ

十分な協議により
実現可能

１－７
元気な起業家応援
事業（Ｈ27既存事
業を継続）

起業・創業する方に必要な費用を助成し、雇用の創出と地域の活性化を図る。

・起業・創業に必要な経費の2/3補助
・空き店舗における家賃の10/10補助、事業開始から24ヶ月以内
 ＊ いずれも上限200万円

○
Ｈ２７実施
中

商工
観光
Ｇ

Ｈ２７年度に地方創
生先行型で実施
中。
新たな対象者がい
るため、その分を
上乗せ交付タイプ
Ⅱで申請。

１－８
空港交通利便性向
上事業①

・レンタカー補助
○ Ｈ２８以降

商工
観光
Ｇ

協力可能なタク
シー会社があれば
実現可能

２－１ 生活体験推進事業

（Ｈ27の「ちょっと暮らし」事業の後継事業としてＨ28から実施）

 「ちょっと暮らし」体験者には滞在日数に応じた商品券等を交付する。

＜支援内容＞
 「ちょっと暮らし」体験に必要な備品購入費、暮らし体験者に対する商品券による家賃補助、暮らし体験のための施設改修費、移住フェアの参
加・ＰＲなどの宣伝費

○ Ｈ２８以降
商工
観光
Ｇ

不動産業者との協
議

２－２

２－３

住宅取得費補助
財源があれば実施
可能

○ Ｈ２８以降
建築
Ｇ

既に実施している自治体もあることから、インパクトを重要視し、新築555万円、中古購入222万円を上限額とする。
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２－４
若年世帯賃貸住宅
補助事業

の促進を図る。
＜支援内容＞

て交付する（所得制限あり）。

○ Ｈ２８以降
商工
観光
Ｇ

制度設計のために
関係部署との協議
が必要

２－５ お帰りなさい事業 × －
総務
Ｇ

社会人枠が既にあ
り、多様な採用方
法による有能な人
材確保に努める

３－１
婚活総合支援プロ
ジェクト

○ Ｈ２８以降
まち
づくり
Ｇ

地域おこし協力隊
の活用が前提

３－２
妊婦健診体制整備
事業

【妊婦健診体制整備事業】
町外へ定期受診している妊産婦の負担軽減のため、町内で妊婦健診を受けられる体制を整える。

る。

【プレママサポート１４(拡充）】

交通費(1回１,080円 最大14回分)を助成する。

【その他既存事業（充当）】

× －
健康
推進
Ｇ

医師派遣は常に要
望。継続した財源
確保が望めない限
り実施不可能
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３－３
出産・育児応援企
業支援事業

産休・育児休業、子育てをしながら働きやすい環境を整えている会社に対して支援する。
また、そうした企業を表彰・ＰＲしてイメージアップと波及効果を図る。

る。
＜支援内容＞

○ Ｈ２８以降
商工
観光
Ｇ

該当企業７社有り。
奨励内容の協議が
必要

３－４
子育てお助け隊育
成・支援事業

保育所への送迎、一時預かり、土日託児 など
 ※「マザーズ」という有償ボランティアサークルを手本にする。
 ※空き家・空き店舗を活用してもらう。
＜支援内容＞

お助け隊の宣伝費
拠点となる施設の無償貸与・改修費用

△ Ｈ２８以降

児童
支援
Ｇ

職員体制の整備、
スタッフの確保や
人材育成をするに
は時間がかかり、
困難。

３－５
小中学生給食費補
助事業

小、中学生の子どもを持つ世帯への負担軽減を図るとともに、健全な食生活を提供する。 ○ Ｈ２８以降
学校
給食
Ｇ

財源があれば実施
可能

３－６ 子育て一時金 ○ Ｈ２７
保健
福祉
Ｇ

１４０名×１０万円
だと、上乗せ交付タ
イプⅡ上限額を上
回るため、２７年度
の実施は不可。
財源があれば実施
可能。

３－７ 医療費補助事業 × －
保健
福祉
Ｇ

国への要望事項

３－８
保育園併設介護施
設整備事業

保育園と高齢者施設を併設し、「高齢者ケアと次世代育成を融合・連携させることにより、ケアの質の向上、職員の一カ所集中、高齢者の生き甲斐
づくり、教育的効果などを目指した取組」を推進する。

× －
児童
支援
Ｇ

現施設の耐久年数
や今後の保育園や
高齢者施設のあり
方の検討時間を考
えると、今後５年間
での実施は不可能
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４－１
教育費負担軽減事
業 債額免除）の特典など。

△ Ｈ２８以降
学校
教育
Ｇ

美幌高校限定の特
待生制度を設けて
はどうか

４－２－１
美幌町独自教育プ
ロジェクト①

①美幌町みらいづくり教育プロジェクト
＜対象：小中学生＞

自然など） － 既事業有
学校
教育
Ｇ

学芸員との連携に
よる出前授業など
１５メニューを実施
中。「地域おこし協
力隊」による体験
活動を実施しては
どうか。

４－２－２
美幌町独自教育プ
ロジェクト②

②美幌町まちづくり参画プロジェクト
＜対象：美幌高校＞

に取り入れる。

○ Ｈ２８以降
まち
づくり
Ｇ

美幌高校と協議が
必要

４－２－３
美幌町独自教育プ
ロジェクト③

③美幌町インターンシッププロジェクト
＜対象：中高生＞

○ Ｈ２８以降
まち
づくり
Ｇ

農業科で実施中。
指導する先生の負
担が大きい。企業
マップの作成が高
校から望まれてい
る。
町内の関係機関と
の調整、受入可能
企業との協議に
よって実現可能。

４－２－４
美幌町独自教育プ
ロジェクト④

招く。

との検討をお願いする。

△
学校
教育
Ｇ

事業費が高額。学
校教育として取り
組むべきか。
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４－３
美幌歴史人表彰事
業 付きで紹介し、本人から一言コメントをもらう。

○ Ｈ２８以降
商工
観光
Ｇ

町の表彰規則や基
準を整理すれば実
現可能。
１３０周年事業の一
環で取り進め、以
後、１０年ごとの表
彰としてはどうか。

４－４
空港交通利便性向
上事業②

・乗合ジャンボタクシー（予約制）
○ Ｈ２８以降

まち
づくり
Ｇ

財源があれば実施
可能。
公共交通活性化協
議会の承認が必
要。

４－５
中心街活性化支援
事業（ご当地カード
利用促進事業）

→別途企画書

○ Ｈ２７
商工
観光
Ｇ

内容を精査し、Ｈ２
７年度中の実施・
完了が可能である
ため、上乗せ交付
タイプⅡで申請

４－６
空き家バンク制度
事業

 ※空き家解体は国の危険家屋法との関係もある
○ Ｈ２８以降

商工
観光
Ｇ

町内不動産業者と
協議

４－７
地域ふれあいサロ
ン整備事業

 拠点施設については、空き家・空き店舗を活用する。
 また、美幌高校の常設アンテナショップスペースを作り、高校生の活動の場を広げてもらい、子どもと高齢者をつなげる場とする。
 ※現在ある「よりあいデイサービス」の拡充を含めて検討をお願いする。

－ 既事業有
保健
福祉
Ｇ

既に取り組んでお
り、今後も継続す
る。


